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▌事務局だより 

．1月 1日現在会員数 

湘南 県央 ベイサイド 多摩・田園 計 

39 34 31 28 132名（Eグループ会員：118名） 

２．運営委員会報告 

第 32回通常総会開催の予告 

第 32 回通常総会は、今後“新型コロナウイルス感染症との共存”が進むとの考え方のもと、関連

する規制が緩和されている前提で、対面開催する方向に致しました。コロナウイルス関連の状況が

大きく変わらない限り、充分な感染防止対策をした上で実施の予定です。 

会場は新横浜の生活クラブ生協オルタナティブ生活館（オルタ館）を予定しており、5 月に開催す

るべく日程を調整中です。2 月末頃までにはお知らせできる見込みですので、今、しばらくお待ち

くださいますようお願いいたします。 

3年を超えるコロナ禍は、じゃおクラブの活動に影響を及ぼしました。そこで、総会の終了後には、

ささやかな懇親会を行いたいと考えております。懇親会が地域じゃおを超えた交流の場になること

を期待しております。 

なお、前回の通常総会で決議された本部経費の縮小方針に基づき、前回同様、Eグループ会員に対

しては議案書と会員名簿は pdf形式の電子データでお届けする予定です。また、総会時の記念公演

は実施しません。ご理解・ご協力のほど、よろしくお願い致します。 

３．次回の運営委員会 

日時：2023年 3月 26日（日）10:00～12:00 オンライン開催 

議長：安田委員、書記：大澤委員 

  

https://jaoclub.com/
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▌会員だより 

生活支援ボランティアの立上げから４年 

多摩・田園 玉木 徹 

約 4年前に、妻が数か月病気で手術／入院を繰り返していた際に、今までほとんどやってこなかった

家事・料理などが、とたんに自分の問題として表面化してきました。当初は息子のヨメに来てもらいお

手伝いをしてもらいましたが、それも数週間が限度で、その後は、家事・食事・庭・家の雑用に時間が

大いに取られ、まだ足腰が丈夫な今は良いけれど、これが健康ではなくなったら大変だな・・という想

いにかられ、早速近所の２人の知人に声をかけたのがこのボランティアを立ち上げるきっかけとなりま

した。近所の知人といっても近所づきあいも皆無の私には顔しか知らない程度でしたが・・・・ 

それから、私の住む成瀬地区の高齢者支援センターに構想を話して相談にのってもらった後に、他の

地域の生活支援ボランティアの紹介と私の構想をお話しする準備会設立のセミナーを地元で開催する

運びとなりました。資金も場所もリソースも何もない所からの準備・立上げでしたので苦労をしました

が、それから 10か月後の 2019年 1月に、生活支援ボランティア「成瀬お助けたい」として活動のスタ

ートを切りました。 

地域広報としては、町田市広報・地域紙への掲載や地元約 5000 戸へのチラシのポストインをやって

きました。当初は、会の名前もわからず利用者も少なかったのですが、今では、支援会員 46 名、年間

780件もの生活支援活動にまで成長しております。主には高齢者、障がい者対象のちょっとした困り事、

例えば草取り、剪定、家具移動、通販品組立、電球交換、ゴミ出し、料理、掃除、見守り、散歩の同行

等の支援をしており、今では地域の方にも大分会の名前が知れ渡りました。良かったのは、地元の 45社

のお店、企業の方からも活動への賛同・支援をいただき、地元全体での活動に一体感がわいてきた事で

す。剪定や整理などの活動を終えた後に、利用者から「ありがとう。助かりました・・」と、大変感謝

をされるのも嬉しくモチベーションが大いに上がりました。また近所付き合いはほとんど皆無だった私

でしたが、大分顔も知られてきて、通りすがりやお店で挨拶をされるようになりました。数年前と比べ

何倍も地元に関わりそして知人が増えたような気がいたします。 

昨年から「移動支援サポート」という車での同行や付き添いを、新たに活動の一つとして加えました。

マイカーで近所の病院・スーパー・美容院等に同行・付き添いをサポートするというもので、昨年秋か

らかなりの割合で利用が急増しています。町田市の「高齢者福祉計画第 8期（2021-2023年）でも「外

出同行・移動支援のニーズが高く、地域の担い

手を創出」というのが市の計画・課題になって

おり、成瀬地域でも特に坂の多い西成瀬地域で

は必須だと感じております。 

現在我々の会員はほぼ男女半々ですが、男性

の平均年齢は 75歳となり、今は「助ける側」

でもゆくゆくは「助けられる側」になるという

現状があります。どこのグループでも同様な高

齢化が起こっておりますが、我々の団体も同様

で、60 歳台の新規会員の掘り起こしが重点課

題と感じているこの頃です。 （主なメンバーと共に） 
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この木何の木、気になる木 その２ 

ベイサイド 土屋 佳一 

2021 年の 5 月号で息子の家で犬の散歩をしている時に畑の一角で何とも素敵な枯れ木を発見した時

から一年間の観察結果を報告しました。それ以来、町で見かける草木をやり過ごさずに写真に収めては

画像検索ソフトの「Google レンズ」を使って名前や特徴を調べるようにしています。 

今回は家の周辺を日々早朝ウォーキングしている時に道端で見かけた草木の中で強く印象に残った

ものを報告します。はじめ（写真-1）は、歩道の植え込みに生えた草丈 50センチほどの野草（雑草）で

す。イネ科に属し小判に似た形の小穂を付けていることからコバンソウ（小判草）というそうです。ヨ

ーロッパ原産で日本には明治時代に鑑賞用として導入された帰化植物です。別名でタワラムギ（俵麦）

ともいいます。 

次（写真-2）は、遊歩道に接した土手の芝生の中で見つけた草丈 25センチほどの野草です。ネジバナ

（捩花）といってラン科の小型多年草で「ネジレバナ」、「ネジリバナ」そして「ねじり草」とも呼ばれ

るそうです。写真から確認できるように花は花茎の周りに螺旋状に並んで咲いています。花列は右巻き

と左巻きがあって大体半々で出現するそうです。私が捉えた花列は左巻きでしたのでこの春に出会った

ら右巻きもあるか確認してみます。 

この 2種は「名は体を表す」というのか「体は名を表す」と言うべきか一度名前を知ったら忘れるこ

とはなさそうです。最後（写真-3）はオオニワゼキショウ（大庭石菖）です。ネジバナと同じ芝生の中

に咲いていました。草丈 18 センチほどで非常に特徴的なのは写真にあるように糸で吊るした小玉のよ

うなものが三個、それとは別に可愛い小花が一凛からなっています。はじめに出会った頃は小玉が裂け

て花が咲くのかと思っていましたが、別の所に蕾があって花が咲きました。この小玉をサクカ（蒴果）

といって果実の一種で熟すると裂けて種が散乱します。同様の構造にアサガオやホウセンカがあるそう

です。ただアサガオやホウセンカは花の根本（子房）が膨らんでサクカになり熟して裂けて種を散乱さ

せますが、オオニワゼキショウは花とサクカはまったく別物でアサガオのようなサクカとは少々異なる

気がします。同類には赤紫色の花を付けるニワゼキショウ（庭石菖）があるそうです。今回は見過ごし

てしまうような野草の名前や特徴を報告しましたが、ネットには膨大な情報が蓄積されていてどんな事

でも文字や画像そして音声を使って関連情報が簡単に検索できてしまいす。今後ともこれらのツールを

使って少しでも知力維持に努めたいと思います。 
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▌じゃお湘南 

じゃお農園の納会に参加して 

12月 24日(土)はじゃお農園 1年間の仕事納めの日です。じゃおクラブから 25名が参加し、永田農園

から社長他 23名の方をお招きして会食会を行いました。 

料理は「豚汁」と「ジンギスカン料理」と決めて、

食材の大根、人参、里芋、長ネギ等は自分達の農園か

ら調達しました。12 時までの 2 時間半に 25 名が 50

食を作るのですから、たいへん忙しいのですがじゃお

農園創立以来 26年間の経験と知恵を生かし、予め幹

事さんが決めた「役割分担表」に従って全員が班別に

分かれて粛々と且つ楽しく従事しました。88 歳の私

も「会費徴収係」のお役目を頂きました。調理は屋外

で、会食は永田農園内の「ビニールハウス」で行いま

す。ハウス内の土汚れをホースの放水で取り除き会場

を設営します。食卓は逆さにした収穫籠の上に長方形の板を置いてテーブルに、椅子はじゃおクラブ自

家製の長さ 180cmの長椅子を十数個使い、足りない分は収穫籠を逆さにして代用しました。 

「豚汁」の煮炊きには 2個の竈に大鍋を使い、火は

廃材を使いました。「ジンギスカン料理」は竈の上に

鉄板を敷いて炭火を起こし調理しました。調理は竈

ごとに煮炊きや炒める「料理班」と里芋の皮むきや野

菜を一口大に切る「調理班」に分かれました。竈の底

にはアルミホイルで巻いたサツマイモを入れて焼き

芋を作るなどちょっとした工夫をしました。「豚汁」

は 2 個の鍋で作りましたが、うす味と濃い味に分け

てありました。一杯目はそのままで、2杯目からはウ

ドンを入れて食べて頂こうと心にくい演出です。 

じゃおの皆さんは臨機応変に動きます。手が空けばほかの班の仕事を手伝い、予定通り 12 時には会

食となりました。12時頃から永田社長他職員の皆さん、アルバイトさん、外国実習生の皆さんが来られ

一緒に会食を楽しみました。 

席中に永田社長の紹介で慶応大学の大学院生のH氏があいさつをしました。藤沢市打戻地区で、どぶ

ろくの製造販売を起業したいそうです。構造改革特別区域法では地方公共団体の長がその地域の特産物

として指定した場合（特区）は国税庁に申請して認められるそうです。じゃおに協力要請がきています

が地域の活性化につなげるのはかなりハードルが高い話だと思いました。 

2022年は白菜の出来が良く、納会終了後永田農園の皆さんに大きな白菜を一個づつ差し上げました。 

じゃお全員で後片付けして、解散したのは 4時頃だったと思います。いつものことながら有意義で楽 

しい一日でした。7月の「収穫祭」10月の「芋煮会」12月の「納会」はじゃお農園の三大行事です。コ

ロナの中ですが、2022年は 3年振りにすべての行事が出来たことはよかったと思います。 

（湘南 島村 忠男 記・写真） 



 

 

- 5 - 

▌じゃお県央 

2023年 1月定例そば打ち開催報告 

日時 1月 16日 9時 30分～12時  場所 海老名国分コミセン多目的室 

今年度、5回目の定例そば打ちを 1月 16日に参加者が前回より少ない 7名で実施しました。 

今回は、二八そば 300ｇ5 セットとうどん 500ｇを 4 個のこね鉢でこねる・延ばす・切るまで各自で

最後まで作りました。切り終わった「そば」は、名前を書いた容器に入れて、ゆでる順番を待ち自分が

打った「そば」を最終工程まで仕上げました。 

出来上がったそばは全員で試食、誰が作った「そば」かが分かり各自心の中で「自分で打ったそばが

一番美味い」？と満足しながら完食したようです。慣れてきたせいか準備等も手際よくできたと思いま

す。 

今回からは物の準備や後始末（布巾等の洗濯等）は各自で行なうように布巾を各々2～3枚持参し管理

する様にしました。さらにこれからは参加者全員で分担を公平に担えるよう考えていきたいものです。 

次回は 3月 20日です。（会場は国分コミセンを予約済み） 

参加者： 鈴木・美濃部・川村・大場・小林・大森・福山 

（県央 福山 信二 記） 

 


